
令和６年度 星雲工房（就労継続支援Ｂ型）事業報告 

≪ 施設の概要 ≫ 

◇ 名称及び所在地 

  『星雲工房』 岩手県大船渡市立根町字下欠１２５番地１７ 

         TEL ０１９２（２１）１８１８  FAX ０１９２（２１）１８１９ 

◇ 事業種別 

   就労継続支援Ｂ型事業所 

◇ 設 備 

     敷地面積 1,833 ㎡  床面積 392.01 ㎡（鉄筋コンクリート造平屋建） 

     事務室・相談室・静養室・食堂兼娯楽室・男女更衣室・作業室 

男女便所・倉庫・洗面所・調理室・屋外倉庫・シャワー室 

 ◇ 定員 ３０名 

◇ 沿革  

  平成１１年 ４月 １日  精神障害者通所授産施設「星雲工房」として開所。定員２０名。 

  平成１８年１０月 １日  就労継続支援Ｂ型事業所指定（朋友館と一体で事業開始） 

  平成２０年 ４月 １日  定員を３０名に増員 

  平成２０年１１月２０日  喫茶「夢茶房」を南三陸ショッピングセンターサンリア内に 

移転開設 

   令和 ６年 ５月３１日  喫茶「夢茶房」閉店 

１．職員の状況 

≪組織図及び職員名簿≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪職員名簿≫ 

職   名 氏  名 職   名 氏  名 

施設長 村 上  純 サービス管理責任者 

（主任） 
金野 千知 

職業指導員 

（衛生管理責任者） 
佐々木 利光 

目標工賃達成指導員 

（衛生管理責任者・係

長） 

平野 さつき 生活支援員 
佐藤 睦美 

生活支援員 金野 凌太郎 

（3 月退職） 
職業指導員補助  楢山 博己 

職業指導員 畠山 一樹 職業指導員（契約） 木下 公喜 

施設長 

就労支援 

生活支援 

会計・総務 

相談支援 

清掃作業 

受託作業 

製 菓 

水産受託作業 

生活・就労支援 

会 計 

総 務 

喫 茶 



２．行事等報告 

（２）諸会議・施設内研修 

月 日 内  容 出席者 

5 8 令和 6 年度岩手県社会福祉協議会沿岸ブロック協議会総会 村上 

5 13 気仙光陵支援学校 圏域ネットワーク会議 金野（千） 

5 15 気仙地域障がい者自立支援協議会第 1 回就労部会 金野（凌） 

7 11 相談支援従事者初任者研修①（動画視聴） 畠山 

7 17 相談支援従事者初任者研修②（動画視聴） 畠山 

7 17 気仙地域障がい者自立支援協議会第 2 回就労部会 金野（凌） 

9 14 （施設内虐待防止研修） 虐待防止・権利擁護研修伝達講習 全員 

9 18 気仙地域障がい者自立支援協議会第 3 回就労部会 金野（凌） 

10 19 （施設内虐待防止研修） 身体拘束適正化について 全員 

11 13 気仙地域障がい者自立支援協議会第 4 回就労部会 村上 

12 14 （内部研修）BCP 業務継続計画の理解を深めるための研修 全員 

12 21 非常災害 BCP 机上訓練 全員 

1 18 感染症対策 BCP 机上訓練 全員 

3 29 （内部研修）「食中毒予防について」 全員 

・職員会議、工賃会議、ケース会議については毎月開催。 

・虐待防止委員会に係る会議・打ち合わせについては、平野が出席 

・衛生推進委員会に係る会議・打ち合わせについては、佐藤が出席。 

・自立支援協議会就労部会（隔月開催）は、金野（凌）が出席。 

・感染症予防に係る動画視聴研修実施（6/29、7/20、8/24、9/21） 

（３）施設外研修 

月 日 内  容 場所 参加者 

5 30 令和６年度 虐待防止・権利擁護研修会 盛岡市 金野（凌） 

10 3 サービス管理責任者等基礎講習（講義） 盛岡市 畠山 

10 16 食の安全を考える講座（第 1・2 回） 盛岡市 佐々木 

10 24 サービス管理責任者等基礎講習（演習） 盛岡市 畠山 

11 1 食の安全を考える講座（第 3 回） 盛岡市 佐々木 

11 2 令和 6 年度 社会福祉法人大洋会 虐待防止研修会 WEB 全員 

11 21 県社協 沿岸ブロック協議会 第 2 回職員研修会 大槌町 金野（千） 

３．実習・体験利用・見学受け入れ状況 

特別支援学校中等部就労体験（インターンシップ）、高等部進路見学会、産業現場実習の他にも 

利用希望者の見学・体験利用についても随時受け入れました。また、精神保健福祉士養成に係る事 

前実習について、盛岡医療福祉スポーツ専門学校より１名受け入れました。 

（１）行事 

月 日 内 容 

4 18 お花見バスハイク （遠野市方面） 

7 25 買い物バスハイク（イオンショッピングタウン釜石店） 

・令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月 食事会（施設内での会食会） 



４．利用者の状況  

登録者数  38 名（令和 7 年 3 月末現在）  

退所者 5 名  

（退所理由：一般就労移行 1 名 転居 2 名 体調不良による退所 2 名 ） 

新規登録者 2 名 

（１）市町村別  

 大船渡市 陸前高田市 住田町 計 

男 20 1 1 22 

女 13 0 3 16 

計 33 1 4 38 

（２）年齢別 

20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60 歳～ 計 

6 10 6 10 6 38 

 （３）月別利用状況 

    平成６年度 月平均利用者数 29.5 人  

月 延べ人数 月平均利用数 月 延べ人数 月平均利用数 

4 月 683 31.0 10 月 712 30.9 

5 月 676 29.3 11 月 693 31.5 

6 月 666 30.2 12 月 618 31.0 

7 月 702 30.5 1 月 679 29.5 

8 月 542 24.6 2 月 582 29.1 

9 月 651 29.5 3 月 653 28.3 

    ※年間延べ利用人数 7,857 人 

（４）利用者日課 

９：１０ 到着・朝礼 １３：００ 作 業 

９：１５ 作 業 １４：１５ 休 憩 

１０：３０ 休 憩 １４：３０ 作 業 

１０：４５ 作 業 １５：１５ 清 掃 

１２：００ 昼 食 １５：３０ 終礼・退出 

５．利用者支援 

（１）健康管理・感染症対策 

基本的感染予防対策の徹底を図っていましたが、8 月に新型コロナウイルス感染症、12 月 

   にインフルエンザの複数感染者が発生し、稼働休止の措置を行うなど運営に大きく影響が生じ 

ました。日頃からの利用者の健康管理については、かかりつけ・協力医療機関を軸に訪問看護 

事業所、居宅介護事業所（通院同行・家事援助）と連携し、治療や服薬管理、医師・看護師か 

らの病状確認、通院同行等の支援を行いました。  

（２）作業指導・就労支援 

利用者本人の特性等に応じ、作業環境の整備、伝え方など工夫しながら、日々の作業指導を 

行った。精神障がい者については日々の体調変化、慢性的な陰性症状があるため、作業速度や 

集中力などに応じた作業配置を行った。また、一般就労を希望されている利用者が複数名おり、 

今年度は気仙就業・生活支援センター連携し、１名（２０代女性）の就職に結びついた。 



（３）生活支援、相談全般・家族との連絡等 

サービス管理責任者と生活支援員が中心となり、医療・金銭・生活面など、他機関と連携を 

図りながら支援した。今年度については生活面（家事・食事管理・金銭管理など）で課題のあ 

る利用者が複数名いたため、居宅介護等の障がい福祉サービス事業所や社会福祉協議会の日常 

生活自立支援事業など各種機関と連携し、相談対応や生活支援を進めた。 

 利用者のご家族に対しては、利用者の健康管理や生活支援に関する働きかけを行い、利用者 

自身の健康維持や生活面での支援への理解や協力が得られるように努めてきた。最寄りのかか 

りつけ医療機関への通院への移動・同行支援についても個別支援計画に盛り込み積極的に対応 

した。また、ご家族の高齢化や入院等により単身での生活の困難が予想される利用者に対して 

も、相談支援事業所と連携を図り、グループホームの利用体験や短期利用の実現に結びつけた。 

相談支援専門員や関係機関（居宅介護・訪問看護事業所等）と連携を図り、利用者本人やご家 

族の意見等を調整しつつ、スムーズに支援が実施できるように努めた。 

６．就労支援の概況 

（１）製菓 

    収入額としては大きく減収する結果となりました。圏域の高齢者施設、道の駅、保育園関係 

からの注文数の減少が大きな要因として挙げられます。加えて小麦粉、卵など原材料費や水道 

光熱費の高騰も影響し、利益の確保が困難な状況となりました。製造に係る材料仕入の方法を 

見直し、手間を惜しまず製造することで材料費を抑えることが可能となり、特に下半期は新た 

な製造スタイルの確立が形になってきた感があります。 

 明るい材料としては気仙管内を訪問しての事業所販売やイベント販売への参加、委託販売先、 

大船渡市ふるさと納税返礼品としての注文数が増加しており、支援団体スイートハートプロジ 

ェクトの紹介による大手企業様向けのお菓子アソートの一品として味噌クッキーの大型注文、 

岩手県産からのみそぱんの大量注文が複数回あったことが挙げられます。 

 受注量の減少と原材料費の高騰は今後も続くことが予想されるため、新たな納入先、取引先、 

仕入れ先の開拓は急務であり、製造活動と併行して取り組み、同時に市場に求められる商品を 

提供しながら、利益化を図り工賃として還元できるよう努力し、その結果として地域に商品と 

してより浸透できるよう製造活動を展開していきたいと思います。 

（２）受託作業 

   製函作業については、昨年度に引き続きパックの大西、阿部長商店との取引は継続、順調に 

  受注をいただく。とりわけ箱内の仕切については、さいとう製菓の主力商品でもある「かもめ 

の玉子ミニ」「紅白かもめの玉子」の仕切折りの受注をいただき通年での作業となった。その 

他秋口より東北容器工業より魚箱（さんま・イワシ類）、越喜来漁業協同組合よりわかめ用箱 

の折り作業の受注があり、売り上げの向上につながっている。難易度の高い複雑な工程の箱種 

類も増加しており、作業者の育成に向けた作業指導にも力を入れていきたい。 

 部品組立作業については理工電気からの受注の他、メイク・モリシタの作業受注も加わり、 

慈愛福祉学園の乾燥きくらげ袋詰め作業等の受託もあって作業量の増加につながっている。 

水産加工作業については、海水温上昇によるわかめの生育不良の影響をもろに受け全体の生 

   産量が大幅に減少、またわかめの品質も例年に比べ悪く作業実施期間も大幅に短縮となった。 

また令和７年２月の綾里地域の大規模山林火災の影響により、今度分の芯抜き作業の開始が大 

幅に遅れた。今後はわかめの収量・品質の回復を願い、収入増加に向けた挽回を図りたい。 

（３）清掃作業 

   陸前高田市の高齢者施設内の清掃作業を受託し、加えて 12 月からは大船渡市内の高齢者施設 



  の清掃作業が慈愛福祉学園より移管され、午前・午後とも作業を行う体制となりました。8 月、 

12月と事業所での体調不良者が発生しましたが、休止期間は最小限に留めることが出来ました。 

利用者の作業については障がいの特性への配慮が必要な方には、職員の見守りや助言を手厚く 

行うなど、心身の安全に配慮した作業支援に取り組みました。 

（４）喫茶  

   平成 20 年より南三陸ショッピングセンター、サン・リア内で「夢茶房」を営業しておりまし 

  たが、原材料費の高騰や来店者減少の影響が大きく 5 月 31 日を以て閉店いたしました。今後は 

会議用コーヒーの注文受託に向けて努めたいと思います。 

７．収入・工賃実績                                単位：円 

 収入額 工賃支給総額 
部 門 別 内 訳  

受託部門他 製菓部門 喫茶部門 

令和４年度 14,275,064 6,971,600 5,828,830 6,255,804 2,200,590 

令和５年度 14,199,779 6,242,700 4,030,990 5,959,839 4,208,950 

令和６年度 12,357,851 5,354,800 4,521,007 5,061,894 2,774,950 

平均支給額     15,126 円／月 

８．防災状況  

（１） 自衛消防隊 

隊

長 

 

施

設

長 

係 任  務 担  当 

通報連絡係 消防署及び関係機関への通報連絡 畠山 

消 火 係 初期消火活動 金野（千）・木下 

避難誘導係 利用者の避難誘導 金野（凌）・楢山 

館内警備係 館内の見回り、避難状況の確認 平野 

救 護 係 負傷者の救護、避難誘導係の補助 佐藤 

（２）訓練実施状況 

実施日時 
令和６年６月３日 

９：１０～９：２０ 
訓練種別 避難・消火・通報訓練 

内 容 

施設製菓作業室から出火の想定し訓練を実施する。利用者には訓練の実施に

ついて告知せず、非常ベルに動揺することなく避難できるかに重点を置いた。出

火場所を施設内の利用者に知らせ、消火係は初期消火にあたり、誘導係は作業中

の利用者を作業室、玄関から避難させ、各担当部署からの任務完了報告を受け点

呼を実施する。 

実施日時 
令和７年３月１１日 

９：１０～９：２０ 
訓練種別 避難訓練 

内 容 

岩手県沖を震源とする震度５強の地震が発生したとの想定で訓練を実施。緊

急地震速報ブザーを放送し、地震の発生を知らせるとともに、机の下に入ったり

床に伏せることで落下物等から身を守るように大声で指示する。揺れの収まっ

たとの想定後は速やかに誘導係は利用者を作業室、玄関から避難させ、避難場所

としている施設前の駐車場で人数確認、点呼を行う。 

９．苦情受付状況   ０件（令和７年３月３１日現在） 

１０．まとめ  



 ５月の夢茶房閉店もあり、変化する就労支援事業の体制のなかで、まずは作業量の確保を最優先に

考え受注開拓活動に取り組みました。慈愛福祉学園からの清掃作業移管や、中断していた製函作業受

託が再開するなど一定の成果は見られました。反面、原材料費や水道光熱費、燃料費の高騰が続き、

製菓や惣菜においては利益化が困難な状況が続いています。今後も各部門間での節約意識を共有し、

県内・外を含めた作業受託先の開拓、販路の拡大、材料費支出の節約に取り組みたいと思います。受

託作業の拡大のみでは工賃向上の達成は困難であり、新たな自主事業への取り組みでは B 型事業所

間の連携を軸にした就労支援事業の活性化に向けて、中・長期的な視点での計画立案・実現を目指し

た取り組みを進めたいと思います。 

 今年度は２名の新規利用がありましたが、利用ニーズの変化、転居、体調不良などの理由で５名が

退所されています。障がいやその特性に対する理解を深めるとともに、支援における技術の習得にも

力を入れていく必要があり、研修機会の確保や内部研修の充実に向けた取り組みをより一層強化した

いと考えています。最近は特にも事業所を利用される方の目的や未来像、事業所に求めるものが多様

化していると感じており、生活や働くことなど個々の幅広いニーズに対し、事業所としてどう向き合

って行くか、どう寄り添えるのかなど、課題を職員間で共有しながら個々の利用者が目指す自己実現

や社会参加に向けた支援を推し進められるよう今後も努めたいと思います。 

 今年度も新型コロナウイルスやインフルエンザなど感染症の罹患者増加のため稼働中止に至って

おり、改めて基本的感染予防対策や健康維持に向けた取り組みに注力し、備蓄の増強など対策を講じ

ながら、現状に即した BCP（事業継続計画）であるよう、内容の見直しや実践的な研修・訓練の実施

に向けて取り組みたいと思います。 

 


